
▼
去
る
３
月
11
日
（
土
）
に
会
津
若
松

市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
パ
レ
ス
」
に
お
い
て

総
支
部
第
60
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
こ
の
大
会
特
集
と
し
て

当
日
配
付
さ
れ
た
資
料
「
１
単
組
１
報

告
」
集
か
ら
、
単
組
毎
に
特
徴
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

単
組
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
昨
秋
に
「
職
場
座
談
会
」
を
開
催
し
、

単
組
独
自
要
求
書
を
取
り
ま
と
め
市
当
局

に
提
出
し
て
き
た
。 

○
こ
の
「
職
場
座
談
会
」
と
は
、
執
行
部 
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他単組の取り組みに学ぼう！ 

大
会
特
集
①
・
単
組
報
告
か
ら 

総
支
部
第
60
回
定
期
大
会
資
料
「
１
単
組
１
報
告
」
集
か
ら
特
徴

的
な
も
の
を
ご
紹
介
、
他
単
組
の
取
り
組
み
に
学
ぼ
う
！ 

春 闘 

当面の日程 

■3月24日（金） 
県市町村行政課・市長
会交渉 
■3月28日（火） 
県町村会交渉 
■3月31日（金） 
○県本部・共済県支部
合同離任式 
○退任役員挨拶まわり 
※上記全て県本部の日程です。 

作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
職
場
ご
と

に
昼
食
休
憩
時
や
終
業
後
の
時
間
を
利
用
し

て
、
昼
食
や
軽
食
を
と
り
な
が
ら
話
し
合
い

を
行
う
も
の
。
各
組
合
員
の
置
か
れ
た
状
況

の
中
で
発
生
し
て
い
る
課
題
か
ら
、
職
場
の

要
求
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。
昼
食
や
軽
食

等
の
経
費
は
、
市
職
労
が
補
助
し
て
い
る
。 

○
市
職
労
は
、
今
年
７
月
の
会
津
若
松
市
議

会

議

員

選

挙

に

お

い

て
、
現
組
織
内
議
員
の 

『
髙
梨
ひ
ろ
し
』
氏
を
擁

立
し
、
３
期
目
当
選
に

向
け
て
闘
っ
て
い
く
こ

と
を
決
定
し
た
。 

○
市
職
労
が
、
最
初
に
組
織
内
議
員
の
擁
立

を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
76
年
（
昭

和
51
年
）
に
、
人
勧
に
よ
る
給
与
改
定
の
議

案
が
、
一
部
の
反
動
議
員
の
策
動
に
よ
っ
て

否
決
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
賃
金
・
労
働

条
件
の
決
定
は
、
労
使
交
渉
と
、
そ
れ
に
基

づ
く
合
意
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
最
終

的
に
は
議
会
に
お
け
る
条
例
等
の
議
決
が
必

要
と
な
る
。
組
合
員
の
声
を
議
会
の
場
や
市

民
に
向
け
て
代
弁
で
き
る
組
織
内
議
員
の
存

在
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。 

○
定
年
延
長
に
つ
い
て
は
、
12
月
市
議

会
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
国
の
条
例
例
の
と

お
り
改
正
が
な
さ
れ
、
現
在
、
来
年
度

60
歳
を
迎
え
る
職
員
へ
、
定
年
延
長
す

る
か
否
か
の
意
向
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。 

○
定
年
延
長
後
の
組
織
化
（
組
合
員

化
）
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
職
労
で
は
、
管
理
職
と
な
っ
た
方
に

つ
い
て
も
、
福
利
厚
生
協
力
員
と
し
て

月
３
千
円
を
徴
収
し
、
自
治
労
共
済
の

継
続
利
用
、
組
合
が
実
施
す
る
厚
生
事

業
へ
の
参
加
等
の
対
応
を
と
っ
て
い

る
。
定
年
延
長
に
伴
い
、
管
理
職
が
組

合
員
に
戻
り
、
通
常
の
組
合
費
を
支
払

う
と
い
う
の
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。 

○
本
年
２
月
に
春
闘
に
向
け
全
組
合
員

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。 

挨拶する高橋総支部長 

① 

会
津
若
松
市
職
労 

髙梨ひろし氏 

② 

喜
多
方
市
職
労 

③ 

猪
苗
代
町
職
労 
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各単組とも、春闘の「詰めの協議・交渉」を！ 

 

編
集
後
記 

▼
よ
う
や
く
春
ら
し
い
気
候
が
続
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
便
り
が
待
ち

遠
し
い
季
節
で
す
。 

▼
さ
て
、
私
は
総
支
部
の
Ｈ
Ｐ
と
と
も

に
、
県
本
部
の
Ｈ
Ｐ
も
担
当
し
て
い
ま

す
。
こ
の
県
本
部
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
は
、
「
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

提
供
い
た
だ
い
た
写
真
」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
も
う
す
ぐ
「
ネ
タ
切

れ
」
に
な
り
そ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
桜
を
は
じ
め
、
花
々
が
咲
き

始
め
る
季
節
。
ぜ
ひ
、
ご
自
慢
の

１
枚
に
①
写
真
の
説
明
、
②
単
組

名
、
③
お
名
前
（
ま
た
は
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
）
を
添
え
て
、
下
の
ア
ド

レ
ス
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
坂
内
） 

 

≪自治労共済 掛金試算QRコード≫ ○
秋
闘
に
お
い
て
、
「
子
の
看
護
休

暇
」
の
適
用
範
囲
を
広
げ
た
「
家
族
看

護
休
暇
」
を
勝
ち
取
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
「
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子
」
で

あ
っ
た
看
護
対
象
が
、
「
配
偶
者
、

子
、
孫
、
祖
父
母
、
配
偶
者
の
父
母
・

祖
父
母
」
ま
で
対
象
が
広
が
っ
た
。 

○
春
闘
で
は
、
こ
の
間
の
物
価
高
騰
に

よ
る
生
活
へ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
若
年
層
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、

（
他
市
町
村
と
比
較
し
て
昇
格
運
用
の

悪
い
）
１
級
か
ら
２
級
へ
の
昇
格
基
準

の
見
直
し
を
強
く
求
め
て
い
る
。 

 

じちろうマイカー共済 

団体生命共済（新制度） 

アクセスコード「 jichiro 」 

①車検証、②現在ご加入の保険証書

をお手元にご準備ください。 

毎
年
、
回
収
率
は
９
割
程
度
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
が
交
渉
に
お
け
る
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
る
。 

○
初
任
給
の
引
上
げ
要
求
を
行
っ
て
い

る
が
、
近
隣
自
治
体
と
の
比
較
を
理
由

に
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
単
組
単

独
で
解
決
で
き
な
い
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。 

○
毎
年
恒
例
の
春
闘
討
論
集
会
は
、
悪

天
候
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
が
、
組
合

員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
集
約
し
た
意
見

を
も
と
に
要
求
書
を
作
成
、
提
出
し

た
。 

○
定
年
延
長
に
関
す
る
条
例
は
改
正

済
。
通
勤
手
当
・
宿
日
直
手
当
改
正
は

３
月
議
会
に
上
程
済
。
何
れ
も
交
渉
に

よ
り
確
認
し
て
い
る
。 

○
こ
の
間
、
退
職
者
不
補
充
の
状
況
が

続
い
て
お
り
、
多
く
の
職
場
で
人
員
不

足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
計

画
性
の
な
い
職
員
採
用
に
よ
り
、
年
齢

や
役
職
の
構
成
に
不
均
衡
が
見
ら
れ
る

と
同
時
に
専
門
職
が
不
足
し
て
お
り
、

業
務
に
支
障
が
出
始
め
て
い
る
。 

○
数
年
後
に
控
え
る
新

庁
舎
の
建
設
に
合
わ
せ

て
、
交
渉
の
中
で
組
合

事
務
所
の
確
保
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
前
向
き

な
回
答
を
得
て
い
る
。 

集
約
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
要
求
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
（
概
要
を
記
載
） 

・
県
職
員
と
同
等
の
給
与
水
準
確
保 

・
安
心
し
て
休
暇
を
取
得
で
き
る
人
員

確
保
。
専
門
職
の
採
用
、
育
成
。 

・
日
直
に
つ
い
て
の
外
部
委
託
化
。 

・
親
の
通
院
等
の
た
め
の
休
暇
新
設
。 

・
適
切
な
職
場
室
温
の
確
保
。 

○
１
月
に
春
闘
職
場
オ
ル
グ
を
実
施

し
、
独
自
要
求
書
を
作
成
、
提
出
し

た
。
主
な
要
求
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

・
人
員
確
保
。 

・
人
事
評
価
制
度
の
適
正
運
用
。 

・
軽
装
執
務
の
通
年
実
施
。 

○
20
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
独
自

カ
ッ
ト
が
こ
の
３
月
で
終
了
す
る
。
今

後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ

れ
ぬ
よ
う
交
渉
等
を
強
化
す
る
。 

○
昨
年
10
月
、
組
合
結
成
60
周
年
記

念
事
業
を
実
施
。 

○
確
定
闘
争
で
、
県
の
通
勤
手
当
、
宿

日
直
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
が

当
町
の
手
当
引
き
上
げ
に
つ
な
が
っ

た
。
県
職
連
合
の
取
り
組
み
の
成
果
が

波
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
組
合
活
動
の

意
義
を
改
め
て
実
感
で
き
た
。 

○
春
闘
に
つ
い
て
は
、
全
組
合
員
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り 

④ 

磐
梯
町
職
労 

⑤ 

西
会
津
町
職
労 

⑥ 

会
津
坂
下
町
職
労 

⑦ 

湯
川
村
職
労 

 記載以外の単組

の報告は次号に

続きます！ 

fukushimajichiro@gmail.com 


